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平成３０年度鹿児島市総合教育会議 

防災教育について 

 

 

 

平成 30年 8月 16日 

京都大学防災研究所附属火山活動研究センター 

中道 治久 
 

 

 

図１．引用：岩松暉「シラス災害―災害に強い鹿児島をめざしてー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島のシラスの分布。 

2万5千年前の姶良カルデラの噴火で発生した大規模火砕流（入戸火砕流）で出来た。 

場所によっては約150mの厚みがある。  
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図２．東桜島小学校の児童による桜島爆発記念碑と桜島の噴火についての学習 

（南日本新聞） 
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図３．火山災害は他の災害とちがい、災害の前後の時間スケールが広い 
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